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JP250 クラス性能調整に関する規則改訂と互換性部品の追加について 
国内競技規則書 付則１１ＪＰ２５０技術仕様の序文の規則アップデートに伴い、JP２５０クラスの車両の
性能調整を下記とおり実施いたします。 規則の施工は、5 月 1 日からとする。 

 
１． エアクリーナーに関する規則 

 １）付則 11 JP250技術仕様 7-3-29-2-１ を追加する。「赤字」部分が規則追加となります。（参照図面①） 

 

※ カワサキ・ZX-25R について、ラムダクトのエアクリーナー側出口の先端を加工（カットのみ可）して、 

ダクト出口径を公認車両（量産）の直径（内径）３２mm⇒直径（内径）４５mm に拡大することを許可す

る。 
 

 

 ２）付則 11 JP250技術規則 7-3-29-1-6 に下記を追加する。（参考図面②） 
 

ＫＴＭ・ＲＣ３９０について、エアクリーナーボックスと一体成型された吸気ダクトの突出部分をエアク 

  リーナー吸気ダクトの一部と見なして、吸気ダクト径を変更しない範囲でカットすることを許可する。 

   

 
２． ワイヤーハーネスに関する規則 

付則 11 JP250技術仕様 7-3-22に下記を追加する （参考図面③） 
 ヤマハ・YZF-Ｒ３の２０１９年式以降モデルに１８年式以前モデルに使用されていた ACG ローターを互換 

性部品として使用することを許可する。ただし、２０１８年以前モデルに 2019 年以降モデルの ACG 

ローターを使用することは許可されない。 

※ＡＣＧローター部品番号 

    ＊２０１８年以前モデル：１ＷＤ-Ｈ１４５０-００ 

    ＊２０１９年以降モデル：BR5-Ｈ１４５０-００ 
 



 

 
 
 

以上 


